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仕様書第２章１２（３）
「想定される水害とその影響等の分析し、
適切な避難場所、避難経路等の検討、情報
伝達手段の検討等、避難に関する課題や対
応方法の検討を行う。」との記載がありま
すが、具体的にどのような分析や検討をお
考えですか。
例えば、各浸水想定区域データと建物デー
タを用いて、浸水区域の居住人口や要避難
者数の推計を行ったり、避難場所について
は浸水時の使用可否や収容性の検討を行う
等でしょうか。

「水害ハザードマップ作成の手引き」で記
載が標準とされている項目を記載するにあ
たり、検討する必要がある範囲に限って行
います。
具体的には、早期の立退き避難が必要な区
域の設定、危険箇所や注意を要する場所の
選定、避難場所等の利用条件の設定等を想
定しています。
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